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環境省が進める！！ 
放射能ごみのバラマキ 
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環境省：「ALPS処理水」＝汚染水の海洋放出をあき
らめていない 
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環境省：福島県「除染土」＝汚染土の県外処分を目論む 
県外汚染土の処分実験：東海村、那須町に続き宮城県丸森町でも 
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放射能ごみ焼却・汚染木を燃やす木質バイオマス発電 
放射能バラマキという意味では同じ 

ごみ焼却炉の例 
木質バイオマス発電でも同じ 

田村市都路道路脇 

宮城県涌谷町の汚染牧草 
毎日新聞2016.11.8 

セシウムが濃縮される 

産廃業者へ、セメント・
建材などへ、産廃処分
場へ、不法投棄の可
能性も 

超高濃度にセシウム
が濃縮される 

微小粒子として周辺
地域へ広く再拡散 

【環境省・経産省の放射能汚染廃棄物隠しのトリック】 
汚染物・廃棄物が「焼却」で見えなくなる。放射能は法律上
「無害」な焼却灰に、汚染焼却灰は「リサイクル資源」等で再
び環境中へ。 

飛灰 

主灰＋飛灰 



環境省環境回復検討会 
2012年9月第7回検討会資料 6 

環境省のお墨付き—汚染木をバイオマス発電で燃やす 
福島県の関係者よりヒアリングを実施した際に、地域再生の観点から、間伐
などの森林施業と放射性物質の影響低減を一体的に実施すべき、周辺住民
の安心、安全に繋げるための森林の除染による森林再生を進めるべき、との
意見があった。(20p) 

仮置き場の確保が課題となるため、可能な範囲で早期に焼却して減容化し、
仮置き場の必要容量を下げるなどの対応が重要であり、そのためには、焼却
炉の設置が必要である。その際、地域の実情に応じ、一定の量と質の有機物
を確保できるか等の集材性や一定の採算性が見込める場合には、焼却によ
り発生する熱を発電に利用するバイオマス発電を活用することが考えられる。 
(21p) 

再生可能エネルギーであるバイオマスを活用した発電については、平成 24 

年７月１日より、固定価格買取制度が開始され、バイオマスの調達価格は、１
kWh あたり 13円～32 円（税抜）と設定されたところである。このうち、林地残

材などの未利用木材の調達価格は、山間部における収集・運搬等に必要な
コストを考慮して、１kWh あたり 32 円に設定されているため、今後、F/S 調査

を行い、その結果を踏まえて、この制度を活用したバイオマス発電や除染か
ら出たバイオマスの利用の検討が期待される。  
(22p) 



 
じわじわと上昇 
木材中のセシウム濃度 
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8 森林総合研究所 安部久 



9 

森林総合研究所 安部久 



 
 
矛盾が露呈しだした 
木質バイオマス発電 
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再エネの一環「木質バイオマス発電」は持続可能でなかった！？ 

燃料不足・燃料チッ
プ高騰で慌てて 
対策検討 
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2000kw未満 

10000kw以上 

発電コスト大 

木質バイオマスは発電コスト高い 

経産省「持続可能な木質バイオマス発電について」2020年7月より 

FIT高価格設定（利用

者負担増）、各種助成
金が必須。 

燃料木材不足・燃料
チップ高騰 



13 経産省「持続可能な木質バイオマス発電について」2020年7月より 

山を皆伐して早生樹
を植える！？ 

生態系破壊（生物多
様性破壊）そのもの 

生態系を破壊して何が再エネ？？ 

燃やすための林業・
持続不可能な木質
バイオマス発電 



着々と進む汚染木を燃やす木質バイオマス発電事例（福島県） 
⇒ポイントは「福島復興加速化交付金」「ふくしま森林再生事業」 
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木質バイオ
マス発電 

内容 特記・問題点 

飯舘村木質
バイオマス
発電 

飯舘村蕨平の仮設焼却炉跡地に設
置 

飯舘村が森林再生整備事業の一環
として公募、ふくしま森林再生事業、
福島復興加速化交付金を利用。 

福島県内のバーク（樹皮）を集めて
燃やす 

2023年稼働予定 

超高濃度のバーク（樹皮）を燃やす。福
島県内のバークは平均で4～5千Bq/kg、
最大で6万Bq/kg 

風下で影響を受けるのは南相馬市原町
区、避難20ミリ基準撤回裁判原告らが住
む集落。 

蕨平集落は廃墟状態で住民はいない。 

伊達市木質
バイオマス
発電 

伊達市内梁川町工業団地の民有地
がバイオマス発電業者に売却され
た 

地元のごく一部住民に業者説明会 

民間同士の土地売買契約ということで市
は関与せず。 

情報が全く入らない（秘密裏に進められ
ている） 

田村バイオ
マス発電 

大越町の工業団地のセメント工場
跡地を市が売却 

2020年竣工式、2021年4月稼働開
始 

バークを含め県内汚染木を燃やす
（基準は100Bq/kg以下）と発表 

放射能汚染を危惧する住民の反対運動 
市長は「住民の放射能不安に応え、HEPA
フィルタ設置、国内最高レベルの安全対
策」と議会説明 

協議会資料などでHEPAフィルタが虚偽設
備、受け入れチップ測定が実現できない
虚偽説明など明らかに 

裁判でこれらを巡って係争中 



汚染木バイオマス発電を進める構図 
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経産省 

再生エネルギー固定価格買
取制度（FIT） 

環境省 

森林除染はせず・除染特措法
（8000Bq/kg以下は一般廃棄物） 

福島県・林業関係者 

ふくしま森林再生事業 
ゼネコン・プラントメーカ・
産廃事業者・その他事業者 

長期安定した利潤率の高い事業 

復興省 

福島再生加速化交付金 

人・生活の復
興ではなく産

業振興 
業者まかせ・
事業推進こそ

が正義 

除染廃棄物をい
かに少なくする
か（減容化）、
隔離・保管では
なくいかに薄め
てばらまくか 

本来の森林再
生ではなく目
先の利益追求 

利益追求第一
優先・再エ
ネ・環境保護
はタテマエ 

●燃料・設備・環境・廃棄物の放射能規制
は実質無きに等しい 

●惨事便乗型資本主義―住民は置き去り 
ショックドクトリン（ナオミクライン） 



 
バグフィルタでは微小粒子は捕捉できない 
吸い込むと危険！セシウムを含む微小粒子 
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A1 :鳴子温泉町224 
0.05mBq/m2･h 

A5:岩出山池月字上宮西風 
ND(0.04)mBq/m2･h 

A7:岩出山池月字下宮苗代目7  
0.20mBq/m2･h 

A4:岩出山池月字鵙目日影2 
ND(0.03)mBq/m2･h 

A2:鳴子温泉名生定
字坂之上 

0.06mBq/m2･h A3:鳴子温泉月山3 
0.14mBq/m2･h 

A6:岩出山池月字下宮上田 
0.05mBq/m2･h 

A8:岩出山池月字上一栗堰の上1 
0.06mBq/m2･h 

A9:岩出山下一栗字橋本浦49 
0.11mBq/m2･h 

玉造クリーンセンター 
A10:岩出山池月字下宮山田9 

0.23mBq/m2･h 

玉造クリーンセンター周辺リネン吸着法結果（2019.1.7～2019.3.31) 
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リネンに吸着した微小粒子は水溶性か非水溶性か？ 

測定物 浸漬前 浸漬後 移行率(%) 

重量(g) Cs-137 濃 度
(Bq/kg) 

Cs-137総量
(Bq) 

重量(g) Cs-137 濃 度
(Bq/kg) 

Cs-137 総量
(Bq) 

リネン布 87.7 11.74±2.13 1.03±0.19 97.1 8.63±1.56 0.84±0.15 82±21 

浸漬水 ― 0.00±0.00 0.00±0.00 1988.9 0.05±0.02 0.09±0.04 8.7±4.2 

濾紙A,B ― 0.00±0.00 0.00±0.00 43.1 ND(0.91) ND(0.039) 3.8 

合計 ― ― 1.03±0.19 ― ― 0.97±0.16 94±23 

非水溶性のセシウム 
（リネンに付着） 

82% 

水溶性のセシウム 

8.7% 

非水溶性のセシウム 
（リネンから離脱） 

3.8% 誤差脱漏:5.5% 

精製水にて1W浸漬 

自然乾燥 

濾紙Aにて濾過 

濾過液 

濾紙Bにて容器
についた 

固形物拭い取り 

濾紙A,B 

再乾燥リネン 

焼却炉回りに 
設置したリネン 

非水溶性86% 
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吸い込むと危険！ 
肺の奥に留まり 

生涯内部被ばく続く 



力を合わせて 
焼却による放射能バラマキを止めていきましょう。 
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